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SOMMARIO
 
Sulle opere toscane di Masaccio assai grande era I’influenza artistica esercitata dall’arte medioevale pisana,
e soprattutto dalla tomba di Arrigo VII di Tino di Camaino.E tale caratteristica era gia?consistente nel 1425
 
alle due opere di collaborazione tra Masaccio e Masolino, cioe?al Trittico Carnesecchi ed alla Sant’Anna
 
Metterza degli Uffizi. Cioe?,gia?prima del suo soggiorno pisano del 1426,durato un anno,per eseguire il
 
Polittico di Pisa. Con quel Polittico e dopo,come conseguenza naturale di questo lungo soggiorno pisano,
ad ogni lavoro fiorentino di Masaccio esercito? grande influenza I’arte medioevale pisana. Ma perche? la
 
tendenza di accostarsi all’arte pisana di Masaccio gia?manifestava tanto nel 1425? Per trovare la risposta a tale
 
domanda,ho ipotizzato un viaggio a Pisa intrapreso dai due artisti nel 1424,in concomitanza con la probabile
 
visita di Masaccio fatta al compaesano Masolino allora ingaggiato ad affrescare nelle chiese di Empoli.
Di recente ho scoperto presso una collezione privata una tavola quadrata recante la forma di una finestra
 
rotonda e nell’interno del tondo raffigurante“Cristo al Sepolcro”. Sullo sfondo di Cristo morto,la croce di
 
legno e i vari oggetti di Passione sono raffigurati. L’effetto di luce e di ombra e? gia? rinascimentale,
sottolineando la fonte di luce che proviene dall’esterno della finestra e dalla sinistra,risaltando la tridimen-
sionalita?del corpo di Cristo. Le ombre sia della scala che della lancia appoggiate sulla croce fanno gli effetti
 
realistici. Anche dal punto di vista della prospettiva I’opera e?gia?pienamente rinascimentale. Per esempio
 
si nota di un’accorgimento preciso per rappresentare in profondita? la parte bassa dell’apertura di finestra
 
rotonda. L’espressione del volto inclinato di Cristo e?reale e spiritualmente profonda. Queste osservazioni
 
mi fanno pensare circa la possibilita? che si tratti dell’opera finora sconosciuta di Masaccio. L’opera di
 
Masaccio di questo soggetto non e?nota ancora. Ma presso il Trittico Carnesecchi del 1425, il Cristo al
 
Sepolcro come l’eventuale soggetto di predella,situata sotto il pannello centrale raffigurante la Madonna col
 
Bambino, penso che sia abbastanza immaginabile. Perche?la Madonna lı?raffigurata da Masolino non si
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 sedeva sul vero trono, ma si sedeva senza monumentale spalliera quasi come la Madonna dell’Umilta? al
 
proscenio dell’altare di sacrificio. Si sa che Paolo Uccello dipinse sopra il Trittico Carnesecchi gli affreschi
 
raffiguranti Annunnciazione e Quattro Evangelisti. Cosı?nell’insieme della Cappella Carnesecchi di Santa
 
Maria Maggiore a Firenze, ricchi erano i riflessi artistici di vari piani della tomba di Arrigo VII. Ora
 
riconoscendo per la predella centrale del Trittico Carnesecchi il tema del Cristo al Sepolcro, ancora piu?
concreta diverra?I’impressione di riflettere lo schema monumentale di detta tomba imperiale composta da vari
 
strati svrapposti. Infatti a Pisa al primo strato veniva la parte direi nucleare della tomba,con il sarcofago e
 
con la figura giacente,considerata come la tomba di Cristo. Al secondo piano veniva il gruppo dell’imper-
atore assiso con le figure stanti dei cortigiani,il che corrisponderebbe a Firenze al gruppo della Madonna col
 
bambino e le figure stanti di San Giuliano e di Santa Caterina. A Pisa sopra il secondo strato veniva il
 
gruppo dell’Annunciazione ed a Firenze veniva lo stesso soggetto affrescato da Paolo Uccello. La forma di
 
finestra con l’apertura rotonda raffigurata nella nostra piccola tavola sembra sia costruita con mattoni o con
 
i marmi ben sagomati,ma tale aspetto penso si rispecchi piuttosto fedelmente la visione frontale della nicchia
 
conferita al primo strato della tomba imperiale pisana, coperta da volta a botte e dentro, accogliente il
 
sarcofago e la figura giacente. Se la nostra predella si e?collocata a sinistra della predella destra del Trittico
 
Carnesecchi,e cioe?a sinistra di quella del Museo Horn di Firenze,la sua altezza di 25.5cm,corrisponde piu?
o meno a 24cm,di quella del Museo Horn.La scena dei genitori uccisi della predella Horn e?dominata dal buio
 
della camera e ci da?quasi l’impressione di una tomba,il che corrisponde anche al buio che domina lo sfondo
 
del sepolcro di Cristo.
Ad ogni modo penso che la piccola tavola ora scoperta facesse almeno una volta parte importante del
 
Trittico Carnesecchi funzionando come predella centrale di prima versione prima di essere sostituita da quella
 
raffigurante La Nativita?di Gesu?la cui presenza fu testimoniata da Vasari.
Da questa nuova situazione di conoscenze circa il Trittico Carnesecchi,mi viene una necessita?di studiare
 
con maggior attenzione i fatti masacceschi intorno al 1425,e in modo particolare la Madonna dell’Umilta?del
 
Museo di Washington finora non analizzato da me. Sia la predella raffigurante Cristo al Sepolcro che la
 
Madonna dell’Umilta?di Washington penso che rappresentino casi tipici degli influssi della tomba imperiale
 
pisana presi da Masaccio gia?prima della sua trasferta a Pisa.
Alla parte finale di questo scritto dedicato a chiarificare vari aspetti importanti di queste due opere,
analizzo le attivita?di Andrea di Giusto,gia?collaboratore di Masaccio a Pisa,come casi tipici di riflessi artistici
 
esercitati da queste due opere masaccesche e anche dalla tomba di Arrigo VII. E soprattutto sottolineo
 
l’importanza e il fascino di Madonna dell’Umilta?recante su,il tondo raffigurante Cristo al Sepolcro del Museo
 
dell’Accademia di Firenze.
１．序
これ迄私は十五世紀ルネッサンス絵画の開祖マ
サッチョのトスカナに於ける作品群を見、いかに中
世後期のピサ芸術、わけてもティーノ・ディ・カマ
イーノがたずさわったハインリッヒ七世の墓（図 1）
を筆頭とする皇帝関連のモニュメントから来る影響
がそこに力強く介在したかを見届けて来た（注 1）。
とりわけ 1426年初めよりマサッチョが約一年ピサ
に滞在し、カルミネ教会祭壇画を制作する際、同年
ピサに滞在中のドナテッロ、ブルネッレスキと連れ
そい帝墓等を仔細に観察したであろう体験から発す
るものが同祭壇画に際立った影響を与えた筈であり
（注 2）、同時期の「カジーニの聖母子」（注 3）をは
じめ、1427年からの諸作品、即ち「サーグラ」（注 4）、
團 名保紀22
「男女裸体図」（注 5）、ブランカッチ礼拝堂のフレス
コ画（注 6）、「聖三位一体」（図 2）（注 7）、といった
フィレンツェでの代表作、そして現ベルリン在のデ
スコ・ダ・パルト（図 3、4）（注 8）に於ても必然力
強く影響して行くのであった。だがマサッチョに於
てはその最初期、1422年の「サン・ジョヴェナーレ
祭壇画」からピサの帝墓の影響を認識出来（注 9）、
とりわけ 1425年のマゾリーノとの協同作品「カルネ
セッキ祭壇画」（注 10）と聖アンブロージョ教会の為
の「聖アンナと聖母子」（現ウッフィーツィ在）（図
5）（注 11）に於けるピサ芸術から来る影響の実体は
既に具体的かつ顕著なるものがあった。その間の事
情を合理的に説明する為にも、私はマサッチョが
1424年、エンポリでフレスコ画を制作中のマゾリー
ノを訪ね、その折両者が連れそいピサを訪問、諸作
品を分析、その効果が 1425年のフィレンツェに於け
る二祭壇画に表われたのであろうとの仮説を提起す
る迄に至っていたのである（注 12）。
そうした中、昨今私はマサッチョに帰属可能の極
めて重要な意味合いを持つと思われる小作品（図 6、
7）を個人コレクションに発見し、2010年 7月、急拠
学会発表した（注 13）。はからずも同作は 1425年に
於ける「カルネセッキ祭壇画」のプレデッラ部を形
成していたものの可能性が高く、又そのことは必然
私をして 1425年近辺のマサッチョの活動への新た
なる考察へと導くものとなった。そして私としてこ
れ迄分析することのなかったワシントンのナショナ
ル・ギャラリー在の「謙遜の聖母」（図 8）（注 14）
の考察へと向わせ、通常のマサッチョ研究で余り採
り上げられることのない同作品がやはりピサ中世芸
術から来る強い影響に基づくマサッチョの新鮮な表
現力のたまものであると確信させられるに至ったの
である。いずれにせよ 1426年のピサの長期滞在以前
のマサッチョに於ても、いかにピサ芸術から来る大
きな、具体的な影響が認められるかを示す新たなる
二作品としてここにかなり仔細な検討を執り行なわ
んとするものである。
尚本論考後半ではこの両作から来る周辺画家に対
する影響の実例として、1426年のマサッチョのピサ
祭壇画作成に於ける協力者であったアンドレア・
ディ・ジュストのその後の芸術に対し、いかなる効
果を及ぼしたか、又それがピサの中世後期芸術とい
かなる関連性をもって繰り広げられたかについても
検討して行きたく思う。
２．マサッチョに帰属されるべき新発見の
「墓に於けるキリスト」
高さ 25.5センチ、幅 27センチの板絵のテンペラ
画で、「墓に於けるキリスト（悲しみの人）」を主題
とするプレデッラ画（祭壇画の裳画）（図 6、7）が個
人コレクションに存在している。植物装飾画を四隅
に伴なう円窓越しに墓とキリストが登場し、さらに
背後の十字架に掛けられた茨の冠と梯子、槍、スポ
ンジの付いた棒、鞭等の受難具、それに柱が表わさ
れている。こうした絵画表現は十四世紀半ばから約
一世紀間、即ち中世後期から本格ルネッサンス期に
至る極めて重要な時期にイタリアで流布し、ロベル
ト・ディ・オデリジオ（注 15）（図 9）、マエストロ・
デッラ・マドンナ・シュトラウス（注 16）、ロレン
ツォ・モナコ（図 10）（注 17）、ニッコロ・ディ・ピ
エトロ・ジェリーニ（図 11）（注 18）、マリオット・
ディ・ナルド（注 19）、ロッセッロ・ディ・ヤコポ・
フランキ（注 20）、マゾリーノ（図 12）（注 21）、フ
ラ・アンジェリコ（図 13）（注 22）等のものが良く
知られている。しかしルネッサンス絵画の確立者マ
サッチョのものは今日迄確認されて来なかった。だ
が本作に於けるキリストの真実味のある感情表現、
大胆で端的な、本質を捉えた肉体表現、光の効果そ
して科学的遠近法への鋭い留意等、いずれの点から
してもマサッチョの力強い精神性、前衛的作風に通
じるものを感じ取ることが出来、実際小テンペラ画
がマサッチョ作である可能性が以下の考察を通じて
具体的、強固なものになると思われる。
本作の第一の特徴は円窓奥に広がる暗黒の空間で
ある。又それと窓の外、左から差し込む光によって
浮き立つキリストの肉体の明るさ、腰布の白さとの
明暗の対比である。マサッチョ作品で常に我々が見
てとれる光と影への留意は今、キリストの彫塑的存
在や石棺各部の表現をはじめ、十字架の横木に立て
かけられる梯子や槍等の影が光源の方向を意識しつ
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つそこに映し出されることにも現われている。科学
的遠近法画の手法をブルネッレスキから教示された
マサッチョにふさわしいものとして石棺、腰布、茨
の冠、梯子、鞭等の描写に於ける写実性が見極めら
れるが、とりわけ円窓の内部の縁が見降ろされた様
相が線遠近法的にかなり精緻に表わされていて注目
されるであろう。
では本作のキリストの表現とマサッチョによるキ
リスト十字架画二作とを比較してみよう。サンタ・
マリア・ノヴェッラ教会の 1428年の「聖三位一体」
（図 2）のものは同教会に存在するブルネッレスキ
の十字架像に通じているが、瞑想的表情を示す面長
の傾げた首は我々のプレデッラ画より発したものを
基調にし、さらに鋭さを強めたものの如く映じて来
る。ちなみに、同フレスコ画では聖三位一体の礼拝
堂奥のアーチをバックに十字架の横木、キリストの
頭部とそれ以下が描かれ、又キリストの石棺が同
アーチ下方に表わされるが、それらは新発見のテン
ペラ画に於て円窓の上方アーチの下に、十字架の横
木、キリストの腰巻までの姿、それに石棺が描かれ
る構図をまさしく反映したものであると認識し得る
筈である。そしてアーチで覆われた礼拝堂奥にキリ
ストの墓周辺の暗闇を表わしたフレスコ画はまさに
我々の小作品から発したものであると理解されて来
るのである。あたかもそのことを示唆するように聖
三位一体図の上方左右には小トンドのモティーフが
示されている。
一方 1426年のピサ祭壇画のチマザたる磔形図（図
14）は下方から見上げられるキリストの姿として頭
部があたかも胴体にめり込むが如く表わされてい
る。左から来る強烈な光を受けた明るい面をくっき
りと際立たせた描法、キリストの顔だち、手指の繊
細な表現等に於てやはり我々のプレデッラ画の反映
を読み取ることが出来ると思われる。
1424年マサッチョはフィレンツェの聖ルカ画家
組合に入会している。その頃には同じサンジョヴァ
ンニ・ヴァルダルノ出身の画家マゾリーノを十分
知っていた筈である。1424年マゾリーノはエンポリ
の洗礼堂や聖ステファノ教会のフレスコを完成、や
がて 1425年フィレンツェに戻って来る。そこでマ
サッチョとの一連の協同作品が生まれて行くのであ
るが、私は在来よりマサッチョが 1424年の一時期、
フレスコ制作中の先輩マゾリーノをエンポリに訪ね
得たものと考えている（注 23）。さて今「墓に於ける
キリスト」を示す本プレデッラ画で用いられるトン
ドの意匠性について考えると、マゾリーノがエンポ
リ洗礼堂に制作した「墓に於けるキリスト」のフレ
スコ画上方に描いたトンド内のヴェロニカの布（聖
顔布）の表現（図 12）、しかも在来のパネル画の聖顔
よりキリストの光背に於ける十字形が採色され、際
立って表わされたもの（注 24）から影響された可能
性が一つにはあると思う。それ故にもマゾリーノを
反映し、かつマサッチョ的様式の支配する新発見の
プレデッラ画がその作成にマサッチョが介入した
1425年以降の祭壇画の一部を形成するものとして
なされた可能性は実際高くなる筈である。
フィレンツェのサンタ・マリア・マッジョーレ教
会のカルネセッキ祭壇画はマサッチョ作としてヴァ
ザーリにより紹介されたがプレデッラのみがマサッ
チョ作で、三翼画の本体的部分たる聖母子（図 15）、
聖ジュリアーノ（図 16）、聖カテリーナはマゾリーノ
の作であった（注 25）。プレデッラは中央がキリスト
降誕、右が聖ジュリアーノに関する、左が聖カテリー
ナに関する逸話を描いていた。今日フォーン美術館
にあるマサッチョに帰属される 24×43センチのプ
レデッラ（図 17）こそがその一部であると大方の研
究者により認められているが（注 26）他のプレデッ
ラは未発見である。私はこの度発表のプレデッラが
そのサイズ、形状、そしてテーマと様式からして
フォーン美術館在のものの左に設置されるべきもの
として作成されながら、ないし当初実際設置されな
がら何らかの事情でキリスト降誕を表わすものに
とって代えられた作、即ちヴァザーリは見ることの
なかった作であろうと考えている。その理由はマゾ
リーノ作の聖母子（図 15）では聖母は背もたれのつ
いた玉座に腰かけるのではなく、犠牲の祭壇の如き
ものの手前に謙遜の聖母のポーズに近いものを示し
描かれている（注 27）からである。そのような中央
パネルの下に来るプレデッラのテーマとしてはキリ
ストの降誕よりも墓に於けるキリストの方がふさわ
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しいと考えるからである。さらにフォーン美術館の
プレデッラ画（図 17）の中央場面では、マサッチョ
がピサ祭壇画の同内容のプレデッラ（図 18）で描く
「ジュリアーノの両親の殺害」が登場するが、ピサ
に於けるもののように殺害中の行動が示されるので
はなく（注 28）既に殺害後の状態が示され、暗闇の
中に横たわる死骸が表わされ（注 29）、あたかも墓の
如き静けさの印象を醸し出している。そうした特異
な表現には、暗闇の中に登場するキリストの墓を強
調した我々のプレデッラ画に呼応させんとする考え
が介在していたと判断すべきと思われるからであ
る。
３．?カルネセッキ祭壇画」の祖型としてのア
ンニョロ・ガッディに帰属される祭壇画
アンニョロ・ガッディに帰属される 1385-90年頃
の祭壇画でフィレンツェ郊外アンテッラの聖カテ
リーナ教会に存在した「聖フィリッポと聖ロレン
ツォを伴う聖母子」（現フィレンツェ・ギャラリー在）
（図 19）（注 30）は祭壇画の各像間のゴシック的枠
組を既に取り払った作、パーラとして注目されるが、
私は既に同作が三層構造からなるピサの皇帝の墓の
構成と図像体系に強く影響された点につき指摘して
いた（注 31）。同作品のこうしたピサ芸術から来る影
響としてはさらにピサ大聖堂内のティーノ作聖ラニ
エリの墓の浮彫（図 20）の構図から来るものも見極
めることが出来よう。即ち聖母の上方に描かれる鳩
の下左右に二天使が登場するからである。そして今
私には聖カテリーナ教会にあった同祭壇画がマサッ
チョ及びマゾリーノ作の「カルネセッキ祭壇画」、も
ともとサンタ・マリア・マッジョーレ教会の聖カテ
リーナ礼拝堂にあって、それ故聖カテリーナの表現
をそこに登場せしめていた作品に及ぼした直接的影
響を指摘し得るものと思われる。背もたれのない祭
壇の前に座るマゾリーノによる聖母の姿はカルネ
セッキ家の紋章を伴う現ブレーメン在の同作者の
1423年のもの（図 21）に準拠することが指摘されて
いるが（注 32）、幼児キリストのポーズと衣裳はブ
レーメンのものとはほど遠いものがある。即ち下半
身が裸体でなく、背中を見せて立つのでもないから
である。そしていずれもむしろアンニョロ・ガッディ
に帰される三翼画の聖母子のタイプに準拠するのを
認められるのである。旧アンテッラの聖母子画の下
に来たプレデッラは「墓に於けるキリスト」を聖母
マリア、聖ヨハネが囲み三者がいずれもトンド内に
独立して表わされている。ピサの帝墓（図 1）一階層
内のキリストの墓として見立てられた皇帝の墓の本
体的部分、即ち石棺及び横臥像（図 22）の反映と考
えられ、彫像的表現となっている。一方主構図左右
の両聖人立像の下に来るプレデッラは各々にちなむ
説話的場面を展開している。仮に我々が今新発見の
トンド画「墓に於けるキリスト」を「カルネセッキ
祭壇画」の中央プレデッラ画として設置した場合、
左右のプレデッラ画の具体的説話性と際立った差異
の印象を受けることになるが、こうした点に於てア
ンニョロ・ガッディに帰属される祭壇画（図 19）は
まさに先例を示していたことになるのである。
?カルネセッキ祭壇画」はヴァザーリが証言するよ
うにやがてパオロ・ウッチェッロにより礼拝堂内上
方にフレスコ画で「受胎告知」及び「四福音書記者」
が描かれた。アンニョロ帰属の祭壇画でも「受胎告
知」は左右上方に表現され、ピサの帝墓の主層たる
第二層の上方、左右の大理石製彫像「受胎告知」と
一致していた。一方「四福音書記者」はもともとピ
サの帝墓一階層内の聖バルトロメオの祭壇の丸彫三
体の立像を支える基台部の前面に高浮彫で表現され
ていた。同内容が最終的にカルネセッキ礼拝堂の上
方で表現されることに結実した経緯については、こ
こで慎重に考察する必要があると思われる。まず仮
にトンド内に「墓に於けるキリスト」を表わした四
角い板絵が「カルネセッキ祭壇画」のプレデッラと
して採用されていたとすると、正方形とそれに内接
する円との間に生ずる美しい樹木の表現がなされた
四つの三角狭間は四福音書記者を象徴するものとし
て考えられよう。しかし何らかの事情により同プレ
デッラが取り払われ、キリスト降誕図に置き代えら
れるに及んでウッチェッロが礼拝堂上方に四福音書
記者のフレスコ画を描き加えたものと考えられるで
あろう。或いは逆にウッチェッロが「四福音書記者」
を描いたが故に本来のマサッチョ作の中央プレデッ
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ラ画が新内容のものに置き代えられたとも考えられ
るであろう。いずれにせよこうしてアンニョロ・ガッ
ディに帰される 1385-90年頃の「カテリーナ教会祭
壇画」との対比をも通じ見て来ると、新発見のプレ
デッラ画が「カルネセッキ祭壇画」の当初案に於る
中央プレデッラ画を形成していた可能性は極めて高
まると思われる。ではこうしたマゾリーノ並びにマ
サッチョによる芸術展開は、もはやジョット以来の
フィレンツェ絵画の伝統として定着したピサの皇帝
の墓に対する関心の高さ、一般的重視の流れが続く
中、今ジョット芸術の後裔アンニョロ・ガッディに
故あって近づいた際、ピサの帝墓の内容が言わば自
動的にそこに反映したといったものなのであろう
か。そうした皮相的なものでは決してなくピサ大聖
堂内皇帝ハインリッヒ七世の墓の仔細なる実地見
聞、その新鮮かつ積極的な経験をもって初めて可能
となる幾多の要因が実は同祭壇画には認められるの
であり、まさに 1424年、エンポリ経由の両者のピサ
行きの仮説を裏づけるものとしての新発見のプレ
デッラ画、それを導入しての「カルネセッキ祭壇画」
の新たなる抜本的理解へと向うべきと思われるので
ある。
４．新発見のプレデッラ画への帝墓よりの影
響
大々的な三層構造のうち下方二層をアーチで力強
くとりしきっていたティーノ・ディ・カマイーノ作
皇帝ハインリッヒ七世の墓（図 1）、その一階層の凱
旋門的アーチ内、奥の壁面の上方をニッチがうがち、
そこに設置された石棺上に帝の横臥像が登場してい
た。同像が仰ぎ見る弓なりのニッチの天井部分は、
花柄文様を美しく飾り立てる一連の石板浮彫（図
23）により形成され、それら石板の前方部の縁に於
てはティーノの優れた装飾芸術家としての感性のた
まものたるもはや十五世紀ルネッサンスを彷彿させ
るパルメッタや三又の矛のモティーフが古典的雰囲
気を発し登場していた（注 33）。私にはキリストの墓
として見立てられたピサの帝墓に於けるこうした部
位の実体、帝の横臥像を迎え容れる墓室たるニッチ
の、その前面縁辺部の半円形アーチを強調した建築
実体こそが、今マサッチョに帰属させるところのプ
レデッラ画の丸窓ごしにのぞき見る姿の「墓に於け
るキリスト」、その特殊な形体と内容を育くんだもの
と考えられる。とりわけ丸窓本体のヘリの部分が一
つ一つある程度の幅と厚みからなる石ないし煉瓦で
組み立てられている様相が遠近法的にリアルに映し
出され、それはシエナ洗礼堂の為の同時期 1425年頃
のドナテッロ作ブロンズ浮彫「ヘロデ王の宴会」（図
24）や同じくドナテッロに帰される 1430年頃の
「アーチの下の聖母子」（図 25）（注 34）に通じて行
くことが注目されよう。しかもプレデッラ画の四隅
には清楚な整った植物文様帯が形成され、帝墓の
ニッチ天井部分をアーチ状に構成していた一連の石
板彫刻の豊かな植物文様へのマサッチョの並々なら
ぬ視線が感じとられると思われる。既に述べた如く、
正方形と内接する円で形作られるこの存在感ある装
飾を伴う四つの三角狭間は、帝墓一階層内の下方、
祭壇に表わされた四福音書記者の象徴として理解さ
れよう。ちなみに三角狭間のいずれに於ても三方に
枝分かれした樹木らしきものが描かれるが、3× 4
で計 12本の枝が強調され、この点はキリストの墓た
る帝墓の石棺前面の十二使徒像につき物語るものと
思われる。そして又三本分かれした枝自体は聖三位
一体を表わし、それは聖バルトロメオの祭壇の根本
概念を反映するものでもあったと思われる。こうし
て見て来ると墓で静かに目を閉じ、手を交叉させ首
をうなだれるキリストの姿自体、ピサの帝墓の横臥
像（図 22）のまさしく反映の如く映じて来るのでも
ある。マサッチョ以前、十四世紀後半からの「墓に
於けるキリスト」の表現が、アンニョロ・ガッディ
に帰される旧アンテッラの聖カテリーナ教会祭壇画
のプレデッラのものがそうであったように、一般に
両手を広げ、たなごころを見せて行動的印象を訴え
る新タイプ、即ちキリストが熱弁をふるうが如き姿
のものとなっていた（注 35）のに対し、敢えて古く
からのタイプ、両手を手前で交叉させるものにここ
で回帰している理由は永遠のまどろみに甘美にひた
るが如き帝墓の寝像への強い意識が働いてのことと
して解釈出来ないであろうか。尚又プレデッラ画で
強調される正方形と円との組み合わせに関してであ
26 團 名保紀
るが実は帝の寝像に於ける塗金された豪華な衣裳の
随所を円形が飾るのを見る。鷲とライオンのモ
ティーフに分かれるが、ライオンを表わす方は二重
円を形成し、一方鷲の方では二つの正方形が円に内
接し、内部的に八角形を形作るのを見るのである（図
26）。プレデッラ画でマサッチョが何故キリストの墓
を表現するに正方形に内接するトンドを採用したか
の一つの理由がこうした点にもあったと考えられな
いであろうか。ちなみにティーノはナポリの聖ロレ
ンツォ教会に於けるカテリーナ・ダウストリアの墓
（1323年頃）の横臥像の衣裳デザインで、今度は逆
に正方形を重ね合わせた形体内に円を内接させ（図
27）（注 36）、又石棺の前面に於て円の中に「墓に於
けるキリスト」（図 28）を浮彫するに及んだ。尚
ティーノは、1318年頃のサンジミニャーノに於ける
聖バルトロの墓の石棺前面、その中央を正方形内の
円をモティーフにしたものをもって形成し（図 29）
（注 37）、正方形内のトンドをして既に石棺を表徴
するものとしていたのでもある。
５．トンドを示すプレデッラ画へのティーノ
作洗礼盤の影響
ところで墓に於けるキリストが十字架を背景にひ
かえ、そこに様々の受難具が示される図像は十四世
紀より十五世紀迄かなりの例がイタリア美術で存在
するが、本プレデッラ画の際立つ特性として十字架
の横木に立てかけられる梯子、槍、棒が手前に表わ
された石棺とともに全体的に二等辺三角形を形成さ
せんとし、キリストの姿を囲んでいるという点があ
ろう（図 6、7）。このことからして私はエンポリのマ
ゾリーノのフレスコ画「悲しみの人」の頭上の三角
狭間内の「聖顔布」を表わしたトンド画（図 12）か
らの影響をまず読みとることが出来、それ故マサッ
チョが 1424年エンポリでフレスコ画を制作中のマ
ゾリーノを訪ねたことを認識出来る具体的特徴とな
る訳でもあるが、そもそもマゾリーノが同モティー
フを発案した背景自体にはピサ大聖堂内のティーノ
作洗礼盤の三角形と円を重ね合せた基台部の特殊な
形状（図 30）（注 38）があった筈である。だが一方
新発見のプレデッラ画の場合、その円形と三角形の
重ね合せの様態、とりわけ三角形の頂に当る部位が
円外に突出せざるを得ない状態は、マゾリーノがエ
ンポリに於て示したものと決して等しくなく、より
直接的にピサ大聖堂内のティーノ作洗礼盤の特殊な
基台部の形状を反映するものである。こうした表現
によるプレデッラ画は、皇帝ハインリッヒ七世のピ
サ到来を祝すものとして 1311―12年にティーノに
より制作されたピサ洗礼盤が熱く訴えたフィオーレ
のヨアキムによる第三の段階の理念（注 39）、それへ
のマサッチョ自身の深い共感の結果として映じるも
のがあり、もはや帝墓をはじめとするピサ大聖堂内
の卓越した諸作品へのマサッチョの熱き関心、冷静
なる分析なくして結実し得なかった作であるという
ことが明らかになる筈である。
６．プレデッラ画へのシモーネ・マルティー
ニ作「ピサ祭壇画」の影響
ところでマサッチョはピサ大聖堂内の帝墓や洗礼
盤より有効な影響を受ける一方、その又近くにあっ
たジョヴァンニ・ピサーノ作説教壇の各部位にも眼
差しを送る中、とりわけ各浮彫のドラマチックな絵
画的表現、悲劇的情感に心打たれたものと思われる。
そして画家としては必然同地の聖カテリーナ教会に
於けるシエナ派の巨匠シモーネ・マルティーニの多
翼祭壇画（1319年作）（図 31）にも目は向けられた
筈である。多層構造による同祭壇画は、フォン・タ
ウッフェルによれば本来祭壇の両脇、地上より立つ
バットレスにより支えられてもいたということで、
それ故左右の柱により支えられたピサの帝墓（図 1）
の構造を反映するものでもあったのである（注 40）。
そして帝墓の一階層の横臥像のまさに反映としての
祭壇画の第一層たるプレデッラの中心像として、両
手を手前に交叉させる「墓に於けるキリスト」（図
32）―ジョヴァンニ・ピサーノの説教壇上方の書架
台（図 33）が表わしていた構図（注 41）を反映した
―が設置されたことにマサッチョは多大に関心を注
いだものと思われる。
それ故やがて、1425年、フィレンツェのサンタ・
マリア・マッジョーレ教会の聖カテリーナの礼拝堂
に設置すべき「カルネセッキ祭壇画」のプレデッラ
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部を制作するに当り、中心像としてアンニョロにな
らい「墓に於けるキリスト」を表わす時、ピサの聖
カテリーナ教会で見極めたシモーネのもの、及びそ
の原型たるジョヴァンニの説教壇上のものに立ち帰
り、両手を手前で交叉する古い形式のものを敢えて
選択することになったのだと思われる。そればかり
かシモーネ作のものに忠実に準拠し、キリストの腰
部の布の下方が石棺の前面の上方をおおい隠すとい
う極めて特異な細部表現迄具体的に再現するに至っ
たのである。以上幾多の分析を通じ、新発見のプレ
デッラ画「墓に於けるキリスト」はマサッチョが
1425年、マゾリーノと共にハインリッヒ七世の墓を
筆頭とする中世後期ピサ芸術から来る影響を多大に
汲み上げ制作した「カルネセッキ祭壇画」の中央プ
レデッラ画として生れたという点が明確化されたも
のと思われる。
７．新発見のプレデッラ画のマサッチョ作
?デスコ・ダ・パルト」への影響
ところでマサッチョは現ベルリン在のデスコ・
ダ・パルト（誕生盆）（図 3、4）を 1428年、ローマ
行きの直前に制作している。それまで通例正十二角
形のものであった誕生盆を初めて正円のトンド形式
のものにしたと通常考えられている（注 42）。私は前
稿に於て、ティーノ作洗礼盤をも含みマサッチョが
ピサで見極めた幾多のトンド芸術につらなるものか
ら来る同作品への影響につき考察していた（注 43）。
しかしもはやマサッチョの 1425年に於ける真作と
して同定されるべきプレデッラ画、トンド内に「墓
に於けるキリスト」を表わす板絵（図 6、7）から来
る同デスコ・ダ・パルトに対する直接的影響は否定
すべくもないであろう。ちなみに同作は当初正十二
角形の額に納められていた形跡を伴っている。新発
見のプレデッラ画のトンドの四隅にはそれぞれ三つ
に枝分かれした樹木が描かれ合計十二本の枝が示さ
れている。十二使徒並びに四福音書記者を象徴した
四隅と考えられるが、いずれにせよマサッチョが十
二角形の額内にトンドのデスコ・ダ・パルトを収め
たこと自体に、数年前作成したトンドの意匠性を大
胆に発揮したプレデッラ画の反映を見ることが可能
と思われるのである。
表裏両面から成るベルリンのデスコ・ダ・パルト
のまず表面（図 3）であるが、アーチ構造が柱により
支えられ、連綿と展開する建築空間、教会のキオス
トロが描かれている。そして構図は垂直方向、水平
方向ともに三分割されている。三という数の強調は
ロマネスク的建築装飾として白黒大理石により構成
される逆三角形的パターンが三回登場することに
よっても高まっていた（注 44）。我々のプレデッラ画
も構図上、十字架の水平棒、石棺上方の縁どりによ
り上下方向に三分割されている。又左右の方向に対
しても梯子、槍と棒により基本的に三分割されてい
ると言えよう。そして何より三という数は主像キリ
ストを囲む梯子、槍と棒、石棺前面により構成され
る三角形により強調されていた。以上の形体分析か
らまず新発見のプレデッラ画がベルリンの誕生盆の
表面と共通する要素を数多く我々は見出すことが出
来、サンタ・マリア・ノヴェッラ教会の「聖三位一
体」のフレスコ画制作の直後マサッチョが生み出し、
それ故にもアーチ構造を強調する精緻な遠近法的描
写で注目される同デスコ・ダ・パルト（注 45）に対
しても前作「聖三位一体」に与えたものと同様の影
響力を発揮したということを認識出来るのである。
だがそうした形式上の観察の他に、精神性の問題
に於て両作には共通性を認めることが出来ると思わ
れる。私は前稿に於てベルリンの誕生盆の表面には
一見華やかな場面展開がある中にも、重くるしい死
の悲しい雰囲気が漂ようとし、とりわけそれは出産
後の伏して横たわる母の姿、又その手前でうつむく
侍女、彼女により抱かれるキリストの血の犠牲の象
徴たるサンゴを伴う乳児等から与えられる、として
いた（注 46）。そしてその源泉はマサッチョを心動か
したジョヴァンニ・ピサーノのピサ説教壇の「嬰児
虐殺」の場面、そして根底的にはピサの帝墓の荘重
なる死の芸術表現にあると見てもいた（注 47）。まさ
しく帝墓芸術を有弁に反映した我々のプレデッラ画
で訴えられたキリストの犠牲、死、そこから来る影
響としてもかかる悲愴性をかもし出すトンド表現が
生み出されたと理解することが出来よう。
他方デスコ・ダ・パルトの裏面（図 4）は一見して
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暗い印象の野原に、たくましい幼児の裸体が犬と遊
ぶ場面が表わされている。野原の手前だけが明るい
自然の光を反映している。それぞれの植物表現は左
右対称的な葉の展開ぶりが目立ち、人工的な構図の
性格がかなり強い。我々のプレデッラ画に於ても円
窓内部にわずかばかり光がさし、前景を大きく支配
するキリストの裸体と腰の布のみが明るく、背後の
暗黒の空間が際立っている。そして窓枠の四方に施
された植物表現は人工的構図により、左右対称性が
訴えられている。
ところでデスコの裏面に登場する犬であるが、本
来「カルネセッキ祭壇画」で、中央プレデッラ画た
る我々の「墓に於けるキリスト」の右に位置してい
たと思われるホーン美術館在のプレデッラ画（図
17）、即ちジュリアーノに関する説話を三場面で示す
ものの内一番左側のシーンに、主人ジュリアーノに
忠実につき従う姿で登場していた。しかもそれは明
るさの中表現され、右に隣接するジュリアーノの両
親の死の場面を占める暗闇、左を占めた筈のキリス
トの墓の暗さと大いに対比をなすものであった。こ
うした「カルネセッキ祭壇画」プレデッラ部の特性、
即ち明るい裸体の中心像、明るく生き生きとした犬
の表現、それらを囲む空間の独特な暗さとの対比と
いったものがデスコ裏面の特異な表現に反映してい
るものと思われる。いずれにせよこれらの分析によ
りルネッサンスに於ける本格的トンド形式の初のも
のとされるマサッチョ作デスコ・ダ・パルト、その
表、裏両面に対し新発見のプレデッラ画は様々の効
果をもたらしたということが理解されて来るのであ
る。
８．ワシントンの「謙遜の聖母」
私はマサッチョが 1426年になる以前にもピサを
体験していて、1425年マゾリーノとの協同作品「聖
アンナと聖母子」（図 5）を幾多の中世ピサ芸術を反
映しつつ制作したという点を強調していた。とりわ
けピサ洗礼堂上の 1200年代後半のジョヴァンニ・ピ
サーノ作聖母子像（図 34）や十四世紀半ばのフラン
チェスコ・トライーニ作、プリンストン美術館在「聖
アンナと聖母子」（図 35）から来る直接的影響につい
て指摘していた（注 48）。そうした分析をさらに押し
進めたものとして、これ迄の私のマサッチョ研究で
考察の及んでいなかった作品、ワシントンのナショ
ナル、ギャラリー在の「謙遜の聖母子」（図 8）をこ
こで分析したく思う（注 49）。それは一つにはこの度
考察し直した「カルネセッキ祭壇画」で言及された
「謙遜の聖母」というテーマを直接、具体的に取り
扱う作であるからでもある。十四世紀前半、シエナ
派のシモーネ・マルティーニから恐らく発する新図
像としての「謙遜の聖母」だが（注 50）、十四世紀後
半以降、フィレンツェ派でもロレンツォ・モナコ作
等を含めかなりの事例が存在し、マゾリーノも既に
1423年の「ブレーメンの聖母子」（図 21）を待つま
でもなく幾つかの「謙遜の聖母子」を制作していた
（注 51）。
マゾリーノがマサッチョと協同して「カルネセッ
キ祭壇画」を制作するに当り、その主像として「謙
遜の聖母」に近い形体を表わすに及ぶ訳であるが（図
15）、恐らくそこからマサッチョ自体に同テーマへの
関心が呼びさまされて行った筈と思われる。1425年
後半、「聖アンナと聖母子」（図 5）がやはり両者の協
作として展開される中、マサッチョが担当した「聖
母子」は玉座に腰を着けるまでもなく、「謙遜の聖母」
の形状をやや意識したものとなっている。同年九月、
突如マゾリーノはハンガリーに旅立つが、マサッ
チョ個人により本格的な「謙遜の聖母」作成への気
運が高まって行ったと思われる。今日迄不詳となっ
ている発注者の為に同テーマを表わす高さ 105セン
チ、幅 53.5センチというかなりの規模のパネル画
（図 8）を、数週間の熟慮を経、ピサへ出発する直前
の 1426年初頭、制作したものと思われる。
聖母子の背後、天使により広げられる高価な絹織
物、そして全裸の幼児キリストの姿は「聖アンナと
聖母子」に直結している。だが母の首にしがみつく
幼児の顔の向きはむしろマゾリーノの 1423年の「謙
遜の聖母」（図 21）に発しているのでもある。一方聖
母の正面性、不動性、いかめしいその表情はピサ洗
礼堂上のジョヴァンニ・ピサーノの聖母子像（図 34）
やフランチェスコ・トライーニの聖アンナの姿（図
35）に結びつくことは疑い得ない。それ故にも同作
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が 1425年のマゾリーノとマサッチョの協作「聖アン
ナと聖母子」完成後の作であることは確実となるで
あろう。ちなみに聖母の上方には鳩が登場し、その
左右下方に天使が表わされる状況は聖ラニエリの墓
の浮彫（図 20）の反映とも思われ又同時にアンニョ
ロ・ガッディに帰された旧アンテッラの聖母子画（図
19）から来るものもあり、1425年の「カルネセッキ
祭壇画」を経た後、マサッチョに於ける 1426年初頭
の制作の妥当性をうかがわせるのである。いずれに
せよ通常マサッチョ作品として注目されることの少
ないワシントンの「謙遜の聖母」であるが、アーチ
が堂々縦長の枢形に内接し、凱旋門的形状を訴える
中、その空間の中央で正面観、不動の姿勢を強調す
る聖母の偉大な姿が君臨し、印象はピサの帝墓、中
層の中央、左右の廷臣群から隔絶され孤高の中登場
する皇帝座像の峻厳さ（図 1、46）に通じるものがあ
る。それ故 1426年に於けるマサッチョのピサ長期滞
在を待つまでもなくピサ大聖堂内のティーノからの
新鮮で具体的な芸術的影響がマサッチョに波及して
いたことを例証し得る又新たな作品として、新発見
のプレデッラ画ともども重要視して行くべきものと
思われるのである。ちなみにワシントンの「謙遜の
聖母」はボストンのドナテッロ作品、1426-28年の
「謙遜の聖母と天使達」（図 36）（注 52）との近似性
がベルティにより指摘されたが（注 53）、石板浮彫の
横向きに座る聖母のプロフィールはフランチェス
コ・トライーニが描いた聖アンナの手前の聖母子（図
35）の様相に依存していると言えよう。他方聖母の
衣の下の両足の平行的、そして素足の表現に於ては
まさしくマサッチョがとり入れる姿がドナテッロに
於ても繰り広げられているのである。
９．アンドレア・ディ・ジュストの大祭壇画
への帝墓及びマサッチョの影響
本稿ではこれ迄新発見のプレデッラ画「墓に於け
るキリスト」を導入しての「カルネセッキ祭壇画」
の新解釈、そしてマサッチョの 1426年初頭と思われ
るこれ又魅力的なワシントンの「謙遜の聖母」への
新評価を展開し、中世後期ピサ、とりわけティーノ
によるハインリッヒ七世関連の作品ないしジョヴァ
ンニ・ピサーノ作品から多大の影響を受けつつ繰り
広げられるルネッサンスの筆頭画家マサッチョへの
新たな総合的解釈を試みて来た。ここからは 1426年
にマサッチョがピサのカルミネ教会祭壇画を制作し
た際に助手として登場したアンドレア・ディ・ジュ
スト（注 54）、その後ピサ祭壇画の影響を明らかに受
けた画家として成長し、かつアンジェリコや（注 55）
パオロ・ウッチェッロの影響（注 56）をも受け入れ
て行った画家アンドレアに於て、実は今回検討した
「カルネセッキ祭壇画」やワシントンの「謙遜の聖
母」の影響を見届けることが出来、又その際そこに
はやはり帝墓をはじめとするピサ芸術から来る影響
も確認出来るということを示して行きたい。こうし
た明確化を通じ、これ迄論じて来た「墓に於けるキ
リスト」及び「謙遜の聖母」のマサッチョ作品とし
ての重要性、そしてその根底にある中世ピサ芸術か
ら来る影響の大きさにつき再認識することが出来る
と思うからでもある。
アンドレア・ディ・ジュストの年記を伴なう重要
祭壇画が 1435年から続いて三作展開している。まず
プラート市立絵画館在の 1435年のもの（図 37）（注
57）はロレンツォ・モナコ流の祭壇画で、玉座上の
聖母子を四聖人立像が囲む主構図から成り、左右上
方に「受胎告知」が表現されている。そしてロレン
ツォ・モナコの 1410年の「モンテオリヴェートの祭
壇画」（現フィレンツェ・アカデミア美術館在）（図
38）（注 58）や 1412―14年の現プラート市立絵画館
のもの（図 39）（注 59）に準拠してシモーネ・マル
ティーニのシエナ市庁舎内「マエスタ」の聖母子の
姿、とりわけ幼児キリストが立ち、右手で祝福する
ポーズ（注 60）が強調されている。ロレンツォ・モ
ナコに於て 1410年の大祭壇画から 1412-14年のそ
れへと移行する中で、中央の聖母座像は正面性を強
化し、さらに玉座自体のニュメント性も増し、ピサ
の帝墓第二層の皇帝座像を囲む廷臣群像への配慮は
より強まっていた（注 61）。この度アンドレア・ディ・
ジュストは各像の下方に各説話的場面から成るプレ
デッラを設けるが、聖バルトロメオと聖ベネディク
トに関するものではそこで彼等の死が表わされ、ピ
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サの帝墓一階層内の墓本体の意味が強調されるので
あった。マサッチョの 1426年のピサ祭壇画制作に於
て帝墓芸術から来る豊かなモニュメンタリティーへ
のインスピレーションを（注 62）日々経験出来たア
ンドレアがフィレンツェ周辺で本格的な祭壇画家と
して作品を打ち出す時、かくも見事な安定感、充実
感からなる構成力を発揮し得たのにはトスカナでこ
れ迄彼の得て来た豊富な芸術経験、わけてもマサッ
チョとの新鮮で充実したピサ時代のふれあいがあっ
てこそのものであったと思われる。
この 1435年の本格的多翼祭壇画の成功から来る
自信は翌年アンドレアに在来のオーソドックスな多
翼祭壇画から脱すべき新たな構造、又新たな図像に
よるものを登場させて行った（注 63）。それは時にマ
サッチョ作品を意識した中繰り広げられるものでも
あった（図 40）。まずここでは主要部に在来の三翼画
の形体を示しながら、四角いルネッサンス的板絵、
所謂ターヴォラ・クワドラータの構造を示す部位が
上方に展開し、新機軸を新鮮に打出しているのであ
る。既にマサッチョはあたかもフラ・アンジェリコ
に先がける、祭壇上に展開するターヴォラ・クワド
ラータの姿（注 64）を壁面のフレスコ画でサンタ・
マリア・ノヴェッラ教会の「聖三位一体」（図 2）で
映し出していた訳であるが（注 65）、本作はこうした
マサッチョ芸術の先取性へのアンドレアのオマー
ジュとしても読み取ることも出来るのではあるまい
か。というのも全体としてのターヴォラ・クワドラー
タに取り込まれた中での在来的三翼画の部位に於
て、マサッチョ的なものから来る内容面での新機軸
が豊かに展開するのを見るからでもある。三翼画の
主翼の表現であるが、飽く迄中央に位置する主像と
しての聖母子を強調しつつも在来の聖母子座像とし
て単に彫塑的に独立して描写するのではなく、与え
られた空間に目一杯、豊かな生き生きした絵画表現
として「三王礼拝」の説話的場面を展開しているの
である。ちなみにマサッチョ作ピサ祭壇画の聖母子
を表した主パネルの下方プレデッラではまさしく
「三王礼拝」が描かれていたが、今アンドレア・
ディ・ジュストは同テーマを主翼の聖母子自体の表
現に合体せしめたのである。そしてさらなるマサッ
チョへのオマージュとしてプレデッラを除きピサの
祭壇画同様の金地画とし、しかも描かれる聖母の姿
は「ピサ祭壇画」の主人公（図 41）に近似したやや
右下向き加減、ヴェールをまとった堂々たる姿のも
のとしたのである。左右の翼上の「受胎告知」の展
開も前年作（図 37）のものが 1412-14年のロレン
ツォ・モナコの祭壇画（図 39）に準拠し、トンド内
に描かれた点を変更し、与えられた空間を出来るだ
け埋める充実した絵画表現として画期的である。そ
して前作が「ピサ祭壇画」のもの同様に未だゴシッ
ク的尖頭アーチをもって各像が取り仕切られていた
のに対し、この度は全体的に大小計五つの半円形
アーチで冠され、これはピサの帝墓に於ける各層の
アーチの展開をより忠実に祭壇画で反映せんとした
意匠性として評価すべきものと思われる。ちなみに
この点は同時期 1435-36年のフラ・アンジェリコ作
コルトーナ祭壇画（注 66）のものより進んでおり、
又同フラアンジェリコが 1437年のペルージア祭壇
画で示すもの（注 67）の一年前を行っていたのであ
る。
やがて 1437年、ピサの帝墓の三層構造を反映した
アンドレアの本格的三翼画として、又フラ・アンジェ
リコに先がけるターヴォラ・クワドラータでの聖母
子画を目論む、これ又画期的作品が登場する（図
42）。かつてコルトーナの聖マルゲリータ教会に存在
し、現在フィレンツェのアカデミア美術館にある
パーラ、「腰帯の聖母」で、この度もプレデッラを除
き全体は金地画である（注 68）。三翼画たる部位の輪
郭は中央の聖母、左右の聖人立像それぞれの上の半
円形アーチにより取り仕切られ、ピサの帝墓第二層
の建築形体をかなり忠実に反映させんとする如くで
ある。左右上方の受胎告知グループの存在、そして
聖母マリアの下方プレデッラにその死が表わされる
ことにより、やはり帝墓各層の彫刻要素を祭壇画の
各層に反映しようとする意図は充実したものとなっ
ている。とりわけ主像の墓が通常の「聖母の被昇天」
に於ける場合と異なり玉座の基壇であるかの如きも
のとして強調されていて、帝墓第二層の主人公たる
皇帝座像（図 46）について大いに想起させるものと
なっているのである。ところで本作ではピサの帝墓
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以外に聖ラニエリの墓から来るものも存在すると思
う。聖母の上方に鳩が、鳩の下方左右に天使達が登
場するからである。ちなみにこの点はマサッチョの
1426年初めの作として見立てた、やはり鳩と天使の
表現を聖母の上方に伴なうワシントンの「謙遜の聖
母」（図 8）からの影響としても認めるべきと思われ
る。いずれにせよ上方を大アーチに冠せられる中、
正面観を強調して一人君臨する聖母のいかめしく峻
厳な様相には、同じくピサの帝墓第二層の中心像、
皇帝ハインリッヒ七世の座像（図 46）から発したと
思われるワシントンの「謙遜の聖母」の隔絶された
崇高性に通じるものが見極められると思われる。
10．アンドレア・ディ・ジュストの小作品へ
のマサッチョの影響
ではワシントンのマサッチョ作「謙遜の聖母」が
アンドレア・ディ・ジュストに与え得た影響は彼の
小規模な作品に対しては認められないであろうか。
こうして見て行くとコペンハーゲンのスターテンス
美術館在「謙遜の聖母」（図 43）（注 69）の縦長の画
面の中央部で、天幕の手前堂々と座る聖母のいでた
ち、左右へのゆったりした衣の展開等に於てマサッ
チョの作（図 8）に通じるものがあることに気づかさ
れる。ただしここでは二天使に代り二聖人が左右対
称的に立って登場している。この点はワシントンの
「謙遜の聖母」が意識していた筈のピサ帝墓第二層
の皇帝座像（図 46）にかんがみ、その左右に存在し
た廷臣立像に立ち帰って発案されたものと考えられ
るであろう。
又「謙遜の聖母」ではないがワシントンの作と極
めて近い雰囲気をかもし出す作品がプライヴェー
ト・コレクションに存在している（図 44）（注 70）。
正面観を強調したいかめしい顔立ちの聖母が中央に
座し、その背後にはワシントンの作、そしてウッ
フィーツィの「聖アンナと聖母子」同様に、豊かな
絹織物が流れるひだを強調しつつ張られている。左
右には二天使が登場するが、この度は立像である。
ちなみに彼等が寄って立つ床面の平行線群を、左右
対称的、線遠近法に於ける一点透視図的に表わすべ
くしているが、他方ワシントンのマサッチョ作品の
下方部位では聖母の下の、平行線をおりなして展開
する敷物のひだが、やはり左右対称性、線遠近法に
於ける一点透視図的手法をもって表わされていたの
である。今ここで敢えてアンドレアが聖母を床面上
に座らせず、腰かける様相をもって表わし、又天使
を空中浮遊させず、床に立つ姿としたことは、マサッ
チョのワシントンの作が反映させんとしたピサの帝
墓第二層の彫刻実体、即ち玉座に君臨する皇帝座像
を左右に廷臣立像が囲む姿（図 1、46）をより忠実に
反映することを目ざさんとしたからであろうと思わ
れる。
こうした分析から、アンドレア・ディ・ジェスト
は、マサッチョと 1426年共同制作を行なう「ピサ祭
壇画」以前にマサッチョがフィレンツェで制作した
作品に対しても、後日多大なる関心の眼を広げ、独
自の作風展開をはかって行ったということが理解さ
れて来るのである。
11．アカデミア美術館のアンドレアに帰され
る「謙遜の聖母」
昨今のフィレンツェ・アカデミア美術館のカタロ
グに於ては、在来のフラ・アンジェリコの追随者の
作との表記（注 71）を変更し、アンドレア・ディ・
ジュストの作として上方に「墓に於けるキリスト」、
下方に骸骨化した死体表現を伴う「謙遜の聖母」（図
45）を認定している（注 72）。私はこの 101×49セン
チのパネル画こそが 1425年、マゾリーノ及びマサッ
チョの作としての「カルネセッキ祭壇画」の内実に
つき物語り、かつ又ワシントン在の「謙遜の聖母」
がマサッチョよりなされた真作であることを語る、
即ちマサッチョ芸術理解に多大に貢献する重要資料
となるものと考えている。この「謙遜の聖母」は一
見して繊細で、ほぼ同様スケールのワシントンのも
の（105×53.5センチ）の剛胆な正面性を強調したも
のから来る印象、又それを反映したアンドレアによ
る引用した二小聖母子画（図 43、44）の印象とは大
分異なっている。但し幼児キリストの表現は前出二
小聖母子画のものと共通し繊細なのである。そして
背後にはやはりワシントンのもの同様二天使により
広げられる織物が美しいひだを展開し、これは又
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ウッフィーツィの「聖アンナと聖母子」とも共通し
ている。いずれにせよ聖母子の姿はマサッチョ的彫
塑性をとりもちつつもマゾリーノないしアンジェリ
コ的優美さが支配していると言えよう。そこでマゾ
リーノによる、「謙遜の聖母」的表現の登場するマ
サッチョとの共作「カルネセッキ祭壇画」へアンド
レアの送ったであろう眼差しが一つ想定されると思
われる。同祭壇画のプレデッラ部にトンドの形状を
訴える新発見の「墓に於けるキリスト」が存在して
いたとこれ迄私は見て来たが、アカデミア美術館の
アンドレア・ディ・ジュストの「謙遜の聖母」では
聖母の下方ではなく上方にまさしくトンド表現で同
内容が出現するのを見るのである。それは一つには
二天使により広げられる織物の豪華さを強調する縦
長の聖母子画、ヴァチカン絵画館蔵のジョヴァン
ニ・デル・ビオンド作聖母子画（1355-60年頃）（注
73）にならって、下方額部に横たわる骸骨を表わし、
アンドレアはマサッチョの「聖三位一体」下方の見
事な骸骨表現へのオマージュをなさんとし、それ故
「カルネセッキ祭壇画」で聖母の下方に登場したト
ンド内の「墓に於けるキリスト」を上方に配置する
ことになったのだと考えられよう。だがアンドレア
が協力した「ピサ祭壇画」では主構図たる聖母子の
上方チマザに「キリスト磔刑」が登場したことを想
起すれば、十字架の表現を伴なう「墓に於けるキリ
スト」を上方に設置しても矛盾しないと考えてのこ
とでもあり得た筈である。実際アンドレアのアカデ
ミア美術館蔵「謙遜の聖母」に於ける下から、死の
場面、聖母子、十字架を表わす三層化は、「ピサ祭壇
画」がそのプレデッラ部に「聖ピエトロと洗礼者ヨ
ハネの殉教」を表わしていたことを思い起すのであ
ればそれと等しい手法を採用したということになる
のである。のみならず全体アーチで冠された縦長の
空間で、下方に横たわる死体表現が来、又上方に石
棺、キリスト、十字架の表現が来るパネル画の実態
であるが、それはサンタ・マリア・ノヴェッラ教会
のフレスコ画「聖三位一体」の基本構成と一致する
ものであり、かつ又その原型たるピサの皇帝ハイン
リッヒ七世の墓一階層の建築並びに影刻実体、とり
わけ上方のアーチ内にキリストの墓として見たてら
れた皇帝の墓の本体的部分が来たこととまさしく一
致していたのでもある。
こうした分析を通じて理解されるフィレンツェ・
アカデミア美術館蔵、アンドレア・ディ・ジュスト
作「謙遜の聖母」（図 45）の実体とは何なのであった
ろうか。それはマサッチョ芸術を深く見極め、それ
に対し大いなる敬意を払った同時代の芸術家アンド
レアが、夭折した天才画家へのオマージュとしてそ
の初期からの代表作品、即ち「カルネセッキ祭壇画」、
「聖アンナと聖母子」、「謙遜の聖母」、「ピサ祭壇画」、
「聖三位一体」、これらを追憶しつつ築き上げた墓碑
の如き意味合いを発揮すべきものではなかったろう
か。大いなる聖母のもと（百合の花を持つ聖母はサ
ンタ・マリア・デル・フィオーレ教会の象徴であり、
フィレンツェの守護者であろう）そこに強調される
キリストの墓と人の死、――そして与えられた空間
を埋めつくさんばかりの花々、これはマサッチョへ
のはなむけとしてまさしくその墓前に捧げられる
花々でもあったろう。こうしたものがマサッチョ作
品への想起と彼らが日頃から芸術の範として仰いだ
ピサの帝墓を反映しつつ見事そこにゆるぎなく統合
されているのである。
同作はアンドレア・ディ・ジュストの芸術家とし
ての高い識見、能力、人間性に対しこれまで以上に
評価をもたらすべき傑作であると同時に、マサッ
チョ研究にとっては、新発見のプレデッラ画「墓に
於けるキリスト」並びにワシントンの「謙遜の聖母」
がいずれもマサッチョの重要作品であることを明か
す貴重な証言となり得るものと思われる。
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（E.Micheletti,cit.,Tav.2）
22)ティーノ、石棺及びハインリッヒ七世の横臥像、ピサ大
聖堂
23)ティーノ、大理石石板、個人蔵
24)ドナテッロ、ヘロデ王の宴会、シエナ洗礼堂洗礼盤（L.
Grassi,Tutta la scultura di Donatello,Milano 1963,Tav.
42）
25)ドナテッロに帰属、アーチの下の聖母、ベルリン、市立
美術館（A.Jolly,Madonnas by Donatello and his circle,
Frankfurt am Main 1998,pl.81）
26)ティーノ、皇帝ハインリッヒ七世横臥像（部分）、ピサ大
聖堂（A.Peroni,a cura di,Il Duomo di Pisa,Modena
 
1995,Atlante 938）
36 團 名保紀
27)ティーノ、カテリーナ・ダウストリアの墓横臥像（部分）、
ナポリ、聖ロレンツォ教会（F. Baldelli, Tino di
 
Camaino,Morbio Inferiore 2007,Fig.274）
28)ティーノ、カテリーナ・ダウストリアの墓（F・Baldelli,
cit.,Fig.270）
29)ティーノ、聖バルトロの墓石棺前面、サンジミニャーノ、
聖アゴスティーノ教会（F.Baldelli,cit.,Fig.248）
30)ティーノ作ピサ大聖堂内洗礼盤の基台部平面図再現案
（團、1984年）
31)シモーネ・マルティーニ、ピサ祭壇画、ピサ、サンマッ
テオ美術館（チェチリア・ヤンネッラ著、石原宏訳、シ
モーネ・マルティーニ、東京書籍 1994，図 48）
32)同上、中央プレデッラ「墓に於けるキリスト」（M. C.
Gozzoli,L’opera completa di Simone Martini, Milano
 
1970,Tav.IX
 
33)ジョヴァンニ・ピサーノ、ピサ大聖堂内説教壇の書架台、
ピサ、カンポサント（A.Peroni,a cura di,cit.,Atlante
 
1926）
34)ジョヴァンニ・ピサーノ、聖母子、ピサ、大聖堂付属美
術館（E.Carli,Giovanni Pisano,Pisa 1977,Tav.10
 
35)フランチェスコ・トライーニ、聖アンナと聖母子、プリ
ンストン美術館（E.Carli,La pittura a Pisa dalle origini
 
alla ?bella naniera’,Pisa 1994，Tav.88）
36)ドナテッロ、雲中の聖母子と天使達、ボストン美術館（A.
Jolly,cit.,pl.22）
37)アンドレア・ディ・ジェスト、1435年の祭壇画、プラー
ト市立絵画館（アリナーリ）
38)ロレンツォ・モナコ、モンテ・オリヴェートの祭壇画、
フィレンツェ、アカデミア美術館（F.Falletti,M.Ang-
lani,cit.,p.118）
39)ロレンツォ・モナコ、祭壇画（1412-14）、プラート市立
絵画館（M.Eisenberg,cit.,Fig.152）
40)アンドレア・ディ・ジェスト、フィッリーネの聖アンド
レア・ア・リパルタ教会祭壇画（1436年）
（R.Fremantle,Florentine Gothic Painters,London 1975,
Fig.1082）
41)マサッチョ、「ピサ祭壇画」の聖母子、ロンドン、ナショ
ナル・ギラリー（R.Fremantle,Masaccio Catalogo com-
pleto,cit.,p.71）
42)アンドレア・ディ・ジュスト、腰帯の聖母、フィレンツェ、
アカデミア美術館（F.Falletti,M.Anglani,cit.,p.46）
43)アンドレア・ディ・ジュスト、謙遜の聖母、コペンハー
ゲン、スターテンス美術館（R. Fremantle, Florentine
 
Gothic Painters,cit.,Fig.1087）
44)アンドレア・ディ・ジュスト、聖母子と二天使、個人蔵
（R. Fremantle, Florentine Gothic Painters, cit., Fig.
1089）
45)アンドレア・ディ・ジュスト、謙遜の聖母、墓に於ける
キリスト、フィレンツェ、アカデミア美術館（G.Bonsanti,
La Galleria della Accademia Firenze Guida e catalogo
 
completo,Firenze 1987，p.32）
46)ティーノ、皇帝ハインリッヒ七世と廷臣達、ピサ、大聖
堂付属美術館（アリナーリ）
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